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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 10月 9日 (2003.10.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
以 下 の 工 程 を 含 む 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 ；
（ ａ ） 半 導 体 ウ エ ハ の 第 １ の 主 面 上 の 第 １ の 絶 縁 膜 上 ま た は そ の 中 に 、 第 １ の 導 電 層 パ タ
ー ン を 形 成 す る 工 程 、
（ ｂ ） 前 記 第 １ の 導 電 層 パ タ ー ン お よ び 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 、 第 １ の 溝 お よ び 前 記 第 １
の 溝 の 底 部 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ の 導 電 層 パ タ ー ン に 連 結 さ れ た 第 １ の ス ル ー ホ ー ル を 有
す る 単 一 ま た は 複 数 の 膜 か ら な る 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｃ ） 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の 上 面 を 覆 い 、 前 記 第 １ の 溝 お よ び 前 記 ス ル ー ホ ー ル の 内 面 を 埋
め 込 む よ う に 、 第 １ の 導 電 性 バ リ ア 層 を 介 し て 第 １ の 金 属 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｄ ） 前 記 第 １ の 溝 の 外 部 の 前 記 第 １ の 金 属 膜 を 砥 粒 フ リ ー 化 学 機 械 研 磨 に よ っ て 除 去 す
る 工 程 、
（ ｅ ） 前 記 （ ｄ ） 工 程 の 後 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 の 前 記 第 １ の 導 電 性 バ リ ア 層 の 上 面 に 局
所 的 に 残 存 す る 前 記 第 １ の 金 属 膜 を 有 砥 粒 化 学 機
械 研 磨 に よ っ て 除 去 す る 工 程 、
（ ｆ ） 前 記 （ ｅ ） 工 程 の 後 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の 上 面 に 残 存 す る 前 記 第 １ の 導 電 性 バ リ ア
層 を 、 前 記 第 １ の 金 属 膜 、 前 記 第 １ の 導 電 性 バ リ ア 層 に 対 し て 選
択 的 化 学 機 械 研 磨 に よ っ て 除 去 す る 工 程 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 第 １ の 金 属 膜 は 、 Ｃ ｕ も し
く は Ｃ ｕ を 主 成 分 と す る 合 金 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 砥 粒 フ リ ー 化 学 機
械 研 磨 は 、 研 磨 液 に 含 ま れ る 研 磨 砥 粒 の 濃 度 が ０ ． １ 重 量 ％ 未 満 の も の を 用 い て 行 な わ れ
る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】

と 、 前 記 第 １ の 導 電 性 バ リ ア 層 の 一 部 と

が 研 磨 さ れ に く い よ う に
に

１

ま た は ２



請 求 項 １ ～ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 選 択
的 な 化 学 機 械 研 磨 に お け る 前 記 第 １ の 導 電 性 バ リ ア 層 の 前 記 第 １ の 金 属 膜 に 対 す る 研 磨 の
選 択 比 は １ ０ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】

【 請 求 項 ６ 】

【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記

こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】

【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ８ 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記

こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
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３

以 下 の 工 程 を 含 む 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 ；
（ ａ ） 半 導 体 ウ エ ハ の 第 １ の 主 面 上 に 開 口 部 を 有 す る 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｂ ） 前 記 開 口 部 内 お よ び 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 導 電 性 バ リ ア 層 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｃ ） 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 上 に 前 記 開 口 部 を 埋 め 込 む よ う に し て 金 属 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｄ ） 前 記 開 口 部 の 外 部 に あ る 前 記 金 属 膜 を 前 記 金 属 膜 の ｐ Ｈ お よ び 酸 化 還 元 電 位 が 前 記
金 属 膜 の 腐 食 域 に あ る 第 １ の 研 磨 液 を 用 い て 第 １ の 化 学 機 械 研 磨 に よ っ て 除 去 す る 工 程 、
（ ｅ ） 前 記 （ ｄ ） 工 程 の 後 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 の 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 の 上 面 に 局 所 的 に
残 存 す る 前 記 金 属 膜 と 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 の 一 部 と を 、 前 記 金 属 膜 の 前 記 導 電 性 バ リ ア 層
に 対 す る 選 択 比 が 前 記 第 １ の 化 学 機 械 研 磨 よ り も 低 い 第 ２ の 化 学 機 械 研 磨 に よ っ て 除 去 す
る 工 程 、
（ ｆ ） 前 記 （ ｅ ） 工 程 の 後 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 の 上 面 に 残 存 す る 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 を 、
前 記 導 電 性 バ リ ア 層 の 前 記 金 属 膜 に 対 す る 選 択 比 が ５ 以 上 で あ る 第 ３ の 化 学 機 械 研 磨 に よ
っ て 除 去 す る 工 程 。

以 下 の 工 程 を 含 む 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 ；
（ ａ ） 半 導 体 ウ エ ハ の 第 １ の 主 面 上 に 開 口 部 を 有 す る 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｂ ） 前 記 開 口 部 内 お よ び 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 導 電 性 バ リ ア 層 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｃ ） 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 上 に 前 記 開 口 部 を 埋 め 込 む よ う に し て 金 属 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｄ ） 前 記 開 口 部 の 外 部 に あ る 前 記 金 属 膜 を 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 に 対 す る 選 択 比 が ５ 以 上
で あ る 第 １ の 化 学 機 械 研 磨 に よ っ て 除 去 す る 工 程 、
（ ｅ ） 前 記 （ ｄ ） 工 程 の 後 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 の 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 の 上 面 に 局 所 的 に
残 存 す る 前 記 金 属 膜 と 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 の 一 部 と を 、 前 記 金 属 膜 の 前 記 導 電 性 バ リ ア 層
に 対 す る 選 択 比 が 前 記 第 １ の 化 学 機 械 研 磨 よ り も 低 い 第 ２ の 化 学 機 械 研 磨 に よ っ て 除 去 す
る 工 程 、
（ ｆ ） 前 記 （ ｅ ） 工 程 の 後 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 の 上 面 に 残 存 す る 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 を 、
前 記 導 電 性 バ リ ア 層 の 前 記 金 属 膜 に 対 す る 選 択 比 が 前 記 第 ２ の 化 学 機 械 研 磨 よ り 大 き い 第
３ の 化 学 機 械 研 磨 に よ っ て 除 去 す る 工 程 。

６ 第 ３ の 化 学 機 械 研 磨 に お い
て は 、 研 磨 液 に 防 食 剤 が 含 ま れ る

請 求 項 ７ 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 防 食 剤 は 、 ベ ン ゾ ト リ ア ゾ
ー ル を 含 む こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。

ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル の 濃 度
は ０ ． ０ ０ １ ～ １ ｗ ｔ ％ で あ る

以 下 の 工 程 を 含 む 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 ；
（ ａ ） 半 導 体 ウ エ ハ の 第 １ の 主 面 上 に 開 口 部 を 有 す る 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｂ ） 前 記 開 口 部 内 お よ び 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 導 電 性 バ リ ア 層 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｃ ） 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 上 に 前 記 開 口 部 を 埋 め 込 む よ う に し て 金 属 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｄ ） 前 記 開 口 部 の 外 部 に あ る 前 記 金 属 膜 を 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 に 対 す る 選 択 比 が ５ 以 上
で あ る 第 １ の 化 学 機 械 研 磨 に よ っ て 除 去 す る 工 程 、
（ ｅ ） 前 記 （ ｄ ） 工 程 の 後 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 の 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 の 上 面 に 局 所 的 に
残 存 す る 前 記 金 属 膜 と 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 の 一 部 と を 、 前 記 金 属 膜 の 前 記 導 電 性 バ リ ア 層
に 対 す る 選 択 比 が 前 記 第 １ の 化 学 機 械 研 磨 よ り も 低 い 第 ２ の 化 学 機 械 研 磨 に よ っ て 除 去 す



【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記

こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記

で あ る こ と を 特 徴 と
す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
請 求 項 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記

で あ る こ と を 特 徴 と
す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
請 求 項 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、

で あ る こ と を 特 徴
と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
以 下 の 工 程 を 含 む 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 ；
（ ａ ） 半 導 体 ウ エ ハ の 第 １ の 主 面 上 の 第 １ の 絶 縁 膜 上 ま た は そ の 中 に 、 第 １ の 導 電 層 パ タ
ー ン を 形 成 す る 工 程 、
（ ｂ ） 前 記 第 １ の 導 電 層 パ タ ー ン お よ び 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 、 第 １ の 溝 お よ び 前 記 第 １
の 溝 の 底 部 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ の 導 電 層 パ タ ー ン に 連 結 さ れ た 第 １ の ス ル ー ホ ー ル を 有
す る 単 一 ま た は 複 数 の 膜 か ら な る 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｃ ） 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の 上 面 を 覆 い 、 前 記 第 １ の 溝 お よ び 前 記 ス ル ー ホ ー ル の 内 面 を 埋
め 込 む よ う に 、 第 １ の 導 電 性 バ リ ア 層 を 介 し て 第 １ の 金 属 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｄ ） 前 記 第 １ の 溝 の 外 部 の 前 記 第 １ の 金 属 膜 を

化 学 機 械 研 磨 に よ っ て 除 去
す る 工 程 、
（ ｅ ） 前 記 （ ｄ ） 工 程 の 後 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 の 前 記 第 １ の 導 電 性 バ リ ア 層 の 上 面 に 局
所 的 に 残 存 す る 前 記 第 １ の 金 属 膜 を 有 砥 粒 化 学 機 械 研
磨 に よ っ て 除 去 す る 工 程 、
（ ｆ ） 前 記 （ ｅ ） 工 程 の 後 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の 上 面 に 残 存 す る 前 記 第 １ の 導 電 性 バ リ ア
層 を 、 前 記 第 １ の 金 属 膜 を 基 準 と し た 時 、 前 記 第 １ の 導 電 性 バ リ ア 層 に 対 し て 選 択 的 な 除
去 方 法 に よ っ て 除 去 す る 工 程 。
【 請 求 項 １ ６ 】
請 求 項 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 （ ｆ ） 工 程 の 前 記 選 択 的
な 除 去 方 法 は 、 ド ラ イ エ ッ チ ン グ で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法
。
【 請 求 項 １ ７ 】
以 下 の 工 程 を 含 む 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 ；
（ ａ ） 半 導 体 ウ エ ハ の 第 １ の 主 面 上 の 第 １ の 絶 縁 膜 上 ま た は そ の 中 に 、 第 １ の 導 電 層 パ タ
ー ン を 形 成 す る 工 程 、
（ ｂ ） 前 記 第 １ の 導 電 層 パ タ ー ン お よ び 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 、 第 １ の 溝 お よ び 前 記 第 １
の 溝 の 底 部 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ の 導 電 層 パ タ ー ン に 連 結 さ れ た 第 １ の ス ル ー ホ ー ル を 有
す る 単 一 ま た は 複 数 の 膜 か ら な る 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｃ ） 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の 上 面 を 覆 い 、 前 記 第 １ の 溝 お よ び 前 記 ス ル ー ホ ー ル の 内 面 を 埋
め 込 む よ う に 、 第 １ の 導 電 性 バ リ ア 層 を 介 し て 第 １ の 金 属 膜 を 形 成 す る 工 程 、
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る 工 程 、
（ ｆ ） 前 記 （ ｅ ） 工 程 の 後 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 の 上 面 に 残 存 す る 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 を 、
前 記 導 電 性 バ リ ア 層 の 前 記 金 属 膜 に 対 す る 選 択 比 が ５ 以 上 で あ る 第 ３ の 化 学 機 械 研 磨 に よ
っ て 除 去 す る 工 程 。

１ ０ 金 属 膜 は 、 Ｃ ｕ も し く は
Ｃ ｕ を 主 成 分 と す る 合 金 か ら な る

１ ０ 第 １ の 化 学 機 械 研 磨 に お
け る 前 記 金 属 膜 の 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 に 対 す る 研 磨 の 選 択 比 は ８ 以 上

１ ０ 第 ２ の 化 学 機 械 研 磨 に お
け る 前 記 金 属 膜 の 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 に 対 す る 研 磨 の 選 択 比 は ３ 以 上

１ ０ 前 記 第 ３ の 化 学 機 械 研 磨 に お
け る 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 の 前 記 金 属 膜 に 対 す る 研 磨 の 選 択 比 は １ ０ 以 上

前 記 第 １ の 金 属 膜 の ｐ Ｈ お よ び 酸 化 還 元
電 位 が 前 記 第 １ の 金 属 膜 の 腐 蝕 域 に あ る 第 １ の 研 磨 液 を 用 い て

と 前 記 第 １ の 導 電 性 バ リ ア 層 の 一 部

１ ５



（ ｄ ） 前 記 第 １ の 溝 の 外 部 の 前 記 第 １ の 金 属 膜 を 、
第 １ の 研 磨 液 を 用 い た 第 １ の 化 学 機 械 研 磨 に よ

っ て 除 去 す る 工 程 、
（ ｅ ） 前 記 （ ｄ ） 工 程 の 後 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 の 前 記 第 １ の 導 電 性 バ リ ア 層 の 上 面 に 局
所 的 に 残 存 す る 前 記 第 １ の 金 属 膜 を 、 前 記 第 １ の 金 属
膜 の 前 記 第 １ の 導 電 性 バ リ ア 層 に 対 す る 選 択 比 が 前 記 第 １ の 化 学 機 械 研 磨 よ り も 低 い 第 ２
の 化 学 機 械 研 磨 に よ っ て 除 去 す る 工 程 、
（ ｆ ） 前 記 （ ｅ ） 工 程 の 後 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の 上 面 に 残 存 す る 前 記 第 １ の 導 電 性 バ リ ア
層 を 、 前 記 第 １ の 導 電 性 バ リ ア 層 の 前 記 第 １ の 金 属 膜 に 対 す る 選 択 比 が ５ 以 上 で あ る 第 ３
の 化 学 機 械 研 磨 に よ っ て 除 去 す る 工 程 。
【 請 求 項 １ ８ 】
以 下 の 工 程 を 含 む 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 ；
（ ａ ） 半 導 体 ウ エ ハ の 主 面 上 の 第 １ の 絶 縁 膜 上 ま た は そ の 中 に 導 電 層 パ タ ー ン を 形 成 す る
工 程 、
（ ｂ ） 前 記 導 電 層 パ タ ー ン お よ び 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 、 溝 お よ び 前 記 溝 の 底 部 に 形 成 さ
れ 、 前 記 導 電 層 パ タ ー ン に 連 結 さ れ た ス ル ー ホ ー ル を 有 す る 単 一 ま た は 複 数 の 膜 か ら な る
第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｃ ） 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の 上 面 を 覆 い 、 前 記 溝 お よ び 前 記 ス ル ー ホ ー ル の 内 面 を 埋 め 込 む
よ う に 、 導 電 性 バ リ ア 層 を 介 し て 金 属 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｄ ） 前 記 溝 の 外 部 の 前 記 金 属 膜 を

化 学 機 械 研 磨 に よ っ て 除 去 す る 工 程 、
（ ｅ ） 前 記 （ ｄ ） 工 程 の 後 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 の 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 の 上 面 に 局 所 的 に
残 存 す る 前 記 金 属 膜 を 有 砥 粒 化 学 機 械 研 磨 に よ っ て 除 去 す る
工 程 、
（ ｆ ） 前 記 （ ｅ ） 工 程 の 後 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の 上 面 に 残 存 す る 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 を 、
前 記 金 属 膜 を 基 準 と し た 時 、 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 に 対 し て 選 択 的 な 化 学 機 械 研 磨 に よ っ て
除 去 す る 工 程 、
（ ｇ ） 前 記 （ ｆ ） 工 程 の 後 、 前 記 半 導 体 ウ エ ハ の 前 記 主 面 上 を 遮 光 状 態 で 洗 浄 す る 工 程 。
【 請 求 項 １ ９ 】
請 求 項 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 金 属 膜 は 、 Ｃ ｕ も し く は
Ｃ ｕ を 主 成 分 と す る 合 金 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
請 求 項 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 （ ｇ ） 工 程 の
洗 浄 は 、 １ ８ ０ ル ッ ク ス 以 下 の 遮 光 状 態 で 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置
の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】

【 請 求 項 ２ ２ 】
請 求 項 ２ １ 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記

こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
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前 記 第 １ の 金 属 膜 の ｐ Ｈ お よ び 酸 化 還
元 電 位 が 前 記 第 １ の 金 属 膜 の 腐 蝕 域 に あ る

と 前 記 第 １ の 導 電 性 バ リ ア 層 の 一 部

前 記 金 属 膜 の ｐ Ｈ お よ び 酸 化 還 元 電 位 が 前 記 金 属 膜 の
腐 蝕 域 に あ る 第 １ の 研 磨 液 を 用 い た

と 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 の 一 部

１ ８

１ ８ ま た は １ ９

以 下 の 工 程 を 含 む 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 ；
（ ａ ） 半 導 体 ウ エ ハ の 第 １ の 主 面 上 に 開 口 部 を 有 す る 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｂ ） 前 記 開 口 部 内 お よ び 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 導 電 性 バ リ ア 層 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｃ ） 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 上 に 前 記 開 口 部 を 埋 め 込 む よ う に し て 金 属 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｄ ） 前 記 開 口 部 の 外 部 に あ る 前 記 金 属 膜 を 砥 粒 フ リ ー 化 学 機 械 研 磨 に よ っ て 除 去 し て 前
記 開 口 部 内 に 前 記 金 属 膜 を 残 す 工 程 、
（ ｅ ） 前 記 （ ｄ ） 工 程 の 後 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 の 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 の 上 面 に 局 所 的 に
残 存 す る 前 記 金 属 膜 と 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 の 一 部 を 有 砥 粒 化 学 機 械 研 磨 に よ っ て 除 去 す る
工 程 、
（ ｆ ） 前 記 （ ｅ ） 工 程 の 後 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 の 上 面 に 残 存 す る 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 を 、
前 記 金 属 膜 が 研 磨 さ れ に く い よ う な 選 択 性 を も っ て 化 学 機 械 研 磨 に よ っ て 除 去 す る 工 程 。

金 属 膜 は 、 Ｃ ｕ ま た は Ｃ
ｕ を 主 成 分 と す る 合 金 で あ る



【 請 求 項 ２ ３ 】
請 求 項 ２ ２ 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記

こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
請 求 項 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記

で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
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２ １ ま た は 砥 粒 フ リ ー 化
学 機 械 研 磨 は 、 研 磨 液 に 含 ま れ る 研 磨 砥 粒 の 濃 度 が ０ ． １ 重 量 ％ 未 満 の も の を 用 い て 行 な
わ れ る

２ １ 、 ２ ２ ま た は ２ ３ 選 択 的
な 化 学 機 械 研 磨 に お け る 前 記 導 電 性 バ リ ア 層 の 前 記 金 属 膜 に 対 す る 研 磨 の 選 択 比 は １ ０ 以
上
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